
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きょういく  さど 
令和５年12月21日 

第91号 

佐渡市教育委員会 

学校教育課 

「当たり前」の反対は「ありがとう」 

管理主事 本間 智英 

 

 様々な行事があった 2学期。子どもの成長がたくさ

ん見られた学期になったことと思います。ありがとう

ございました。 

 さて、突然ですが、「当たり前」の対義語は何かご

存じですか。「当たり前」の反対は「ありがとう」だ

そうです。「ありがとう」は、「有り難し」が語源で

す。「有ることが難しい」からこそ、有り難いことな

のだという意味です。 

 世の中には、当たり前と思うことがたくさんありま

す。そのため、忙しい毎日を過ごしていると、ついつ

い見逃したり見過ごしたりすることが多いかもしれま

せん。しかし、東日本大震災やコロナ禍など非日常の

状況になると、当たり前であることの有り難さを実感

し、当たり前に感謝をします。 

 人は、誰かから感謝されると、向社会的行動（自発

的に他者のためになることをしようとする行動）が促

されます。そして、感謝された人はポジティブな感情

になり、誰かに同じような感情を返したい気持ち（ポ

ジティブ感情の返報性）が生まれるそうです。また、

感謝されるだけでなく、自分が誰かに感謝の気持ちを

もつことでも向社会的行動を促進させる※そうです。 

 お忙しい毎日であることは百も承知していますが、

時々、立ち止まって「これは当たり前？」と問うてみ

ませんか。当たり前と思っていたことを問うことで、

今までと違った気付きがあるはずです。そして、その

気付きにより、相手への言葉かけや対応がこれまでと

は違ったものになることでしょう。 

 「ありがとう」という言葉があふれる学校は、きっ

と教職員の皆さんの笑顔、子どもたちの笑顔につなが

るはずです。教職員の笑顔があふれる学校に！ 

※引用：大谷佳子著(2020)『承認する・勇気づける技術便利帖』SHOEISYA p.104 

佐渡市幼稚園、小・中学校の先生方へ 

心の健康づくりのために 

学校教育課長 栁澤 正二 

 

精神疾患（こころの病気）は、がんや心臓病と

並び 5大疾病の一つと位置付けられており、多く

の人がメンタルヘルス不調に悩まされています。 

 職場でメンタルヘルス不調が起きるストレス

要因として大きいのは、仕事そのものだけではな

く職場環境や人間関係が大きく影響します。そこ

に個人の性格や、職場外の要因が加わって、スト

レスが心や身体・行動の不調として現れ、「スト

レス反応」へと進んでいくと言われています。 

メンタルヘルス研修を受講すると、対策の基本

として、セルフケア（自分のために行うケア）と、

ラインケア（管理職の立場にある者が、部下であ

る者に対して行うケア）が必要であると言われま

す。人事院の「職員の心の健康づくりのための指

針」では、①「心の健康づくりの重要性を認識し、

休養や運動で積極的に心身の健康に努める」、②

「研修受講、自己啓発によりストレスに関する知

識の研修に努める」③「ストレスチェック、趣味

・スポーツなどにより、ストレスコントロールを

行うようにする」④「心配なことがあるときは、

積極的に相談窓口、同僚、友人等に相談して、早

期の対応に努める」とあります。これらは一人で

できることもあれば、周囲からの助けが必要なも

のもあると思います。責任感の強い方ほど、自分

から周囲に助けを求めずに一人で抱え込んでし

まいがちですが、そうして限界を迎えてしまって

から対処するのでは遅いのです。ストレスチェッ

クにより、職員自身がストレスに気付き、セルフ

ケアを行うとともに、上司や同僚のラインケアに

より心の健康づくりに取り組んでいきましょう。 
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 道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業 ＜道徳教育研究発表会 11月10日 於：赤泊小学校＞ 

11月10日(金)に赤泊小学校で道徳教育研究発表会が行われました。 

研究主題 「願いをもち なりたい自分になるために 学び続ける子どもと教師」 

       ～ｐ４ｃを生かした授業と対話の分析をとおして～ 

赤泊小学校では教育活動全体にｐ４ｃの手法を取り入れて、子どもたちのもつ 

「問い」を大切にして「特別の教科道徳」の時間だけでなく、各教科や特別活動 

等々、様々な場面で対話を生かした教育活動を展開していました。 

GIGAスクール構想の目指すもの 

指導主事 小田 俊裕 

  

GIGAスクール構想による一人一台タブレット端末が全児

童生徒に配布されて、３年目となりました。今年度の学校

訪問で参観した授業では、児童生徒が当たり前のようにタ

ブレット端末を使って自分の意見をまとめてクラウド内で

共有したり、テレビ会議で外部講師とやり取りをしたりす

る姿が見られました。また、校内で活用するだけでなく、

児童生徒に端末を持ち帰らせ、家庭学習で活用させたり、

学校と家庭との連絡手段として利用したりする学校も増え

てきています。 

そんな中、一人一台端末の利用状況に自治体ごとの差や

学校間の差だけでなく、教員によってその使用状況に差が

あるということが話題となっています。端末を利用しない

教員の理由として「自分の授業スタイルには必要ない」と

いうものがあるそうです。果たして本当に必要ないという

ことがあるのでしょうか。確かに、一昔前のように教師主

導の一斉授業中心であれば、一人一台端末の必要性も感じ

ないことでしょう。しかし、指導の個別化・学習の個性化

が進み、個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実を目

指そうとすれば、一人一台端末は必要不可欠なものとなる

はずです。佐渡市では令和5年度から授業支援ソフトやAIド

リルも導入しました。是非とも積極的に活用していただき

「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業改善と一人

一台タブレット端末の活用促進を一体的に進めていただき

たいと思います。 

GIGAスクール構想とは、全ての子どもが、コンピュー 

タを適切に活用して問題解決を行うことを学び、未来を切

り拓く力を育てることを目的としています。すべての子供

が日常的にコンピュータを活用できるようにするために一

人一台端末は整備されました。子どもたちのコンピュータ

を使用する経験の差によって、将来の情報活用能力に影響

がないように「学校によって」、「学級によって」その活用

経験に差が生まれ、将来的な「情報活用能力」にまでも差

が生まれないように、端末の日常的な活用を目指していき

ましょう。 

人権教育、同和教育に関する授業の取組 

教育指導主事 庄山佳代子 

   

10月30日に相川中学校で、人権教育、同和教

育に関する授業公開が実施されました。相川中

学校には「児童生徒支援加配」が配置されてお

り、全校体制で人権教育、同和教育に取り組ん

でいます。その一環として、授業を公開してい

ただきました。テーマは次の通りです。 

１年：「差別を生まないために自分たち一人一

人にできることは何だろう」  

２年：田中さんの悩み～みんなが自分らしい服

を着れたらいいのに～「身近にある人権

問題④～LGBTQ＋について～ 

３年：「マリアナさんのなやみ～ルーツに関係

なくみんなが仲良くするには？～」 

先生が課題をしっかり把握させた後、生徒た

ちはグループで話し合ったり、ムーブノートを

使ったりして考えを出し合っていました。生徒

が自分事としてとらえさせるための手だてや考

えを出させるための手だて等、参加した先生方

とともに学ばせていただきました。協議会では

活発に意見が交わされました。 

 同和問題に関する授業を進めることに自信が

持てない、間違ったことを教えてしまうのでは

ないかと考えためらう、そんな職員が多いこと

が教員の意識調査からも分かっています。 

「生きる」シリーズを使用することも授業を実

施するための方策の１つです。児童生徒に人権

感覚を養うことを目的としながら、教師自身の 

人権意識も問いなおしていきたいものです。 

 


